
   近代看護の礎を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、毎年５月１２日は「看
護の日」と定められています。２０２０年はナイチンゲールの生誕２００年の年です。「看護の日」
と「看護週間」が制定されたのは１９９０年でちょうど３０周年を迎えました。しかし、現在、新
型コロナウイルス感染症が拡大し医療機関に大きな影響を及ぼしています。最前線で患者さんの対
応にあたっている看護職に世界中で注目が集まっています。こうした状況の中、看護職の果たすべ
き役割について公益社団法人栃木県看護協会会長の渡邊カヨ子さん、同協会教育研修課長兼ナース
センター課長で感染管理認定看護師の野澤寿美子さんにお話をうかがいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画・制作　下野新聞社営業局）

5月12日は
～ 感 染 を 防 ぐ 行 動 が 看 護 へ の エ ー ル に ～

今般の新型コロナウイルス感染症により医療機関に大きな影響が及んでいます。日夜、最善を尽くして感染予防や診療などの業務に従事し、地域医療を支えている看護職をはじめ医療関係者の皆さまに心より敬意を表します。
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０
０
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現
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熱
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看
護
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感
染
対
策
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術
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付
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。

右：栃木県看護協会会長 渡邊カヨ子さん
左：同協会教育研修課長 感染管理認定看護師 野澤寿美子さん

栃木県看護協会全体でNursing Nowキャンペーンを盛り上げています。

看護の力で健康な社会を！　

Nursing Now（ナーシングナウ）は、看護職への関心を深め、地位を向上するこ
とを目的としています。WHO( 世界保健機関 ) と ICN( 国際看護師協会 ) が賛同し
ている世界的なキャンペーンです。看護職が持つ可能性を最大限に発揮し、看護職
が健康課題へ取り組み、人々の健康向上に貢献するための活動です。


